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　　　　　　　成人おめでとう
　1月15日㈱、総合文化会館ピピアにおいて「成人式」が盛大に挙行されまし

た。今年、成人を迎えたのは194名。それぞれの胸の内には、成人になった

喜びや大人としての責任があるのではないでしょうか。
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　今年も町・県民税や所得税

など所得の申告をしていただ

く時期になりました。

　申告の期間は2月17日から

3月17日までです。申告期限

が間近になると、大変混み合

いますので、なるべく定めら

れた日時に申告されますよう

お願いします。
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町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
九
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
八
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

●

の申告相談

や
、
平
成
八
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
八
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
二
千
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ

　
て
い
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん
・
本
人
名
義
の
通
帳
番
号

◎
平
成
八
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

　
　
●

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た

証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
九
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
・
市
町
村
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た

　
壁
疋
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
壁
疋
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

所
得
が
給
与
所
得
の
み
の

か
た
で
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
か
た

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

・
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
二
月
五
日
・

（2）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

六
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊
谷
市
立
勤

労
会
館
）
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
銀
行

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

が
便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
壁
疋
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　正しい申告を
　所得税、町・県民税は、自分の

所得の状況を最もよく知っている

みなさんが、税法に従って自分の

所得と税額を正しく計算して申告、

納税するという「申告納税制度」を

採用しています。

　申告しなければならないかたが

申告しなかったり、誤った申告を

したりしますと、後で不足の税金

を納めるだけでなく、不足額の15

％または10％の加算税が課され、

さらに延滞税も納めなければなら

ないことになります。

町・県民税申告、所得税確定申告
　　　　　　　　（農業・給与所得者）

月日（曜日） 該　当　地　区 会　場

2月ワ日（月）
小江川・須賀広

町民体育館

二階会議室

盈36－1521

（内線350）

2月旧日ωり

2月19日㈱
小江川・野原

2月20日㈱

2月21日囲
板井・塩

2月24日㈲
2月25日σり

押切・中央
2月26日㈱
2月27日体）

押切・中央・上新田・柴
2月圏日囲
3月3日（月）

成沢・三本・千代3月4日㈹

3月5日㈱

3月6日㈱

樋春・御正新田
3月7日翻
3月10日（月）

3月11日㈹

3月12日伽 町内全域

※受付時間…午前9時より11時30分・午後1時より4時

●
役
場
税
務
課

　
奮
三
六
ー
一
五
二

■
所
得
税
関
係

●
熊
谷
税
務
署
　
容
二

●
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
費
二
四

内
線
234

254

二
九
〇
五

七
九
六
一

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、指

　定日時に税務署へ申告してください。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
壁
疋
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

税
の
標
語
入
選
決
ま
る

　
平
成
八
年
度
熊
谷
税
務
署
管
内
、
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
応

募
二
十
九
校
、
八
、
四
九
〇
点
の
中
か
ら
、
江
南
中
学
校
の
つ
ぎ
の
生
徒
の
作
品
が

優
秀
作
品
と
し
て
入
選
し
、
十
］
月
二
十
六
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

育
て
ま
す
こ
の
税
金
が
み
ん
な
の
夢
を

納
税
で
む
す
ぶ
人
の
和
地
域
の
和

税
金
で
つ
く
る
あ
の
町
こ
の
街
住
み
よ
い
社
会

役
立
ま
す
あ
な
た
の
税
で
町
づ
く
り

納
税
で
伸
び
ゆ
く
社
会
さ
さ
え
て
る

江
南
中
一
年

江
南
中
一
年

江
南
中
一
年

江
南
中
二
年

江
南
中
二
年

小
林
進
．
さ
ん

杉
本
　
高
樹
さ
ん

吉
川
知
代
さ
ん

山
田
絵
美
子
さ
ん

宅
森
正
樹
さ
ん
（3）



“

・
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な
さ

ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き

見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
四
十
人
の
か
た
に

合
計
三
百
七
十
六
万
五
千
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
V

　
現
在
、
町
で
は
七
千
二
百
六
十
八
名

の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
三

日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

・
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
、

　
　
　
　
　
じ

区
長
さ
ん
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
各
ご
家
庭
で
の
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
会
費

〇
一
般
…
…
…
…
…
…
・
…
－
－
九
百
円

　
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
以
前
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

o
中
学
生
以
下
…
…
…
…
…
－
五
百
円

　
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
後
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

■
有
効
期
間

　
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
会
費
納
入
時
か
ら
一
二

月
三
十
一
日
ま
で
）
で
す
。

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録
者

も
含
み
ま
す
）
。

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請
求
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ

い
。■

対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

転
覆
し
た
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
場
合
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
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全
国
一
斉
春
季
火
災
予
防
運
動

「
便
利
さ
に
慣
訳
て
忘
れ
る
火
の
こ
わ
直

　
三
月
一
日
（
土
）
か
ら
七
日
（
金
）

ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
車
両
、
林
野
も
同
期
間
で
す
）
。

　
こ
の
季
節
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
、
尊

い
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管

内
に
発
生
し
た
火
災
件
数
は
八
十
五
件
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
六
名
、
前
年
に
比

べ
十
件
の
増
加
で
す
。

　
な
お
、
火
災
原
因
で
は
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
・
放
火
（
放
火
の
疑
い
）
・
た
ば
こ
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
原
因
は
、
皆
さ
ん
の

注
意
と
、
そ
の
努
力
に
よ
り
十
分
防
止

で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

二
、
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の

　
　
充
実

三
、
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

　
　
●

七六五四三二一 火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

（4〕



●

施
行
地
区
の
公
告
と

　
　
縦
監
見
に
つ
い
て

　
か
ね
て
よ
り
、
江
南
町
の
市
街
化
区

域
の
面
整
備
と
し
て
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
計
画
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
江
南
中
央
第
二
地
区
に
つ
き
ま

し
て
は
組
合
施
行
で
の
事
業
化
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
法
定
同
意
書
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
り
、

施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域
の
地
域
の

名
称
を
公
告
し
、
そ
の
区
域
を
表
示
す

る
図
面
を
二
週
間
縦
覧
し
ま
す
。
　
（
平

成
九
年
二
月
上
旬
か
ら
中
旬
を
予
定
）

未
登
記
の
借
地
権
の
申
告

　
前
記
の
公
告
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
ヶ

月
以
内
に
、
区
域
内
の
宅
地
に
つ
い
て

未
登
記
の
借
地
権
（
借
地
法
に
い
う
借

地
権
を
い
い
、
建
物
の
所
有
を
目
的
と

す
る
地
上
権
、
賃
借
権
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
土
地
を
借
り
て
、
自
分
の
家
屋
を

建
て
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

を
有
す
る
人
は
、
宅
地
の
所
有
者
と
連

署
し
、
書
面
を
も
っ
て
そ
の
借
地
権
の

内
容
を
町
長
へ
申
告
し
ま
す
。

　
こ
の
未
登
記
の
借
地
権
の
申
告
の
規

程
が
あ
る
の
は
、
借
地
権
に
つ
い
て
は

登
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
あ

り
ま
す
の
で
、
組
合
設
立
の
た
め
の
条

件
の
一
つ
で
あ
る
借
地
権
者
の
同
意
書

を
取
り
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
借
地
権

者
の
氏
名
及
び
借
地
の
地
積
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
ま
す
。

定
款
、
事
業
計
画
書
案

　
　
　
　
　
　
　
の
説

明
会

　
準
備
が
整
い
し
だ
い
、
全
体
（
ブ
ロ

ッ
ク
）
説
明
会
、
班
別
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
意
書
の
取
り
ま
と
め

権
利
調
査
、
未
登
記
の
借
地
権
の
申

告
に
よ
り
所
有
権
者
及
び
借
地
権
者
が

確
定
し
ま
す
の
で
、
定
款
及
び
事
業
計

画
に
つ
い
て
法
定
同
意
書
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
目
的
は
、
公

共
施
設
の
整
備
改
善
と
宅
地
の
利
用
増

進
を
図
り
、
健
全
な
市
街
地
の
造
成
を

行
い
、
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
こ
と
で

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
保
存
が
き
い
て
値
段

も
手
ご
ろ
な
缶
詰
。
最

近
は
国
産
品
、
輸
入
品

と
も
に
種
類
も
豊
富
に

な
っ
て
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

中
身
が
見
え
な
い
缶

詰
を
買
う
と
き
は
．
た

ト
た
い
て
カ
ン
カ
ン
と
良
い
音

　
が
す
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

一
う
。
真
空
度
が
高
く
、
新
鮮

，
な
証
拠
で
す
。
缶
が
ふ
く
れ

糎
て
い
た
り
、
さ
び
て
い
た
り

”
す
る
も
の
は
買
わ
な
い
こ
と
。

一
製
造
年
月
日
、
J
A
S
マ
ー

・
ク
の
有
無
も
し
っ
か
り
チ
エ

・
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

“
　
缶
詰
と
い
え
ど
も
保
存
期

一
間
が
あ
り
ま
す
。
室
温
で
貯

桝
蔵
す
る
場
合
、
果
物
の
シ
ロ

琳
ッ
ブ
漬
け
が
四
年
、
魚
介
類

…
の
油
漬
け
や
水
煮
、
食
肉
加

↓
五
年
が
目
安
で
す
。

　そ叶
ら
い
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。

＋
　
缶
詰
は
室
温
で
保
存
で
き
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
二
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
躊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
引

。
工
品
．
野
菜
の
水
煮
、
米
飯
な
ど
は

　
　
と
こ
ろ
で
、
缶
詰
に
も
食
べ
ご
ろ

一
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

頼
缶
詰
の
多
く
は
、
製
造
さ
れ
て
か
ら

へ
少
し
時
間
を
お
い
た
万
が
味
が
な
じ

↓
ん
で
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
果
物
や

一
野
菜
は
半
年
か
ら
一
年
、
ツ
ナ
や
イ

一
ワ
シ
の
油
漬
け
は
一
年
か
ら
二
年
く

●

直
射
日
光
に
当
て
る
と
品
質
が
変
化

す
る
の
で
要
注
意
。
で
き
る
だ
け
温

度
変
化
の
な
い
￥
さ
び
を
呼
ぶ
湿
気

の
少
な
い
場
所
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
果
物
や
み
⊇
豆
の
缶
詰
は
、
冷
や

し
て
い
た
だ
く
と
お
い
し
い
も
の
で

す
が
、
急
い
で
冷
や
し
た
い
と
き
も
．

冷
凍
庫
に
入
れ
る
こ
と
は
避
け
ま
し

　
　
　
ょ
う
。
缶
が
破
裂
す
る
こ
と

　
　
　
も
あ
り
、
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占

残り汁も捨てずに活用ま
す
。

ウ
な
ど
の
野
菜
と
相
性
が
よ
く
、

ク
の
あ
る
鍋
が
味
わ
え
ま
す
。

　
缶
詰
の
汁
は
、
捨
て
ず
に

有
効
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ツ
ナ
缶
の
汁
は
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
に
￥
野
菜
の
水

煮
缶
の
汁
は
ス
ー
ブ
に
．
カ

ニ
缶
の
汁
は
み
そ
汁
に
入
れ

る
と
味
に
う
ま
味
が
で
ま
す
。

　
寒
い
日
に
は
、
ツ
ナ
缶
や

サ
ケ
缶
を
使
っ
た
鍋
料
理
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
こ
の
場

合
、
缶
臭
く
な
る
の
で
缶
汁

は
使
わ
ず
に
具
だ
け
を
使
い

白
菜
、
ネ
ギ
￥
ホ
ウ
レ
ン
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

2月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●　11　●　16　●21　●　26 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　●　7　●12●　17　●22　●27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23●28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　　・　9　　●　14　・　19　・　24 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　　●　10　　●　15　●　20　●　25 ㈱光　栄　建　設 36－1052

（5）



トにツワス

食品展示交換会

　　　1月21日（幻、勤労福祉センター講習室

　　において、農村婦人健康教室主催の食品

　　展示交換会が行われました。

　　　今年は、お米を使った料理が中心に出

　　品され、自家生産物を使った料理の数々

　　は、全部で75品となり、展示会・試食会

　　が行われ大変好評でした。
●

↓
◎
響
蕊
雛

●

柔道寒稽古

　1月4日（土）から12日（日）まで、江南町柔

道場において柔道の寒稽古が行われまし

た。

　厳冬の中の道場の畳は氷のように冷た

く、立っているだけでしびれてくるほど

ですが、幼稚園児から大人まで40人が参

加し、元気よく稽古に励みました。

（6）



トピ・7’7ス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

撫
欝
磯

　
　
　
　
　
麟

支援センター安全祈願祭
　12月25日（水）に広報1／月号でも紹介した

（仮称）江南町子育て支援センター（須賀広）

建設工事の安全祈願祭が行われました。

　この施設は小学校低学年児童を対象と

した学童クラブを中心に、家庭にいる乳

幼児へ遊びの場を提供するなど、子ども

を持つ家庭の支援や健全育成を目的とす

るものです。

　当日は町長をはじめとする関係者が、

おごそかに建設工事の安全を祈願しました。

　なお、北地区（成沢）の同施設においても

1月8日（水）に安全祈願祭が行われました。

篶い論月ば火災の発生しゃ　麟、欝筆婚，・灘
■驚鯛まくれ轍も一　幽幽、、、、…一誌談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣．．翻灘雛齢鰯、嚢灘

●

●

雛　ー
襲

灘

　　　　　茎
餐毒　露

　　聾　’

街頭キャンペーン
　12月15日（日）から1月3日（金〉までの20日

間、彩の国年末年始の交通事故防止運動

が実施されているなか、12月25日（水）にセ

ブンイレブン前の交差点にて、交通安全

街頭キャンペーンを行いました。

　当日は、小原・御正駐在官、交通指導

員、交通安全推進委員、交通安全母の会

の協力により、ちらしやポケットティッ

シュなどを配布し交通安全を呼びかけま

した。

（7〉
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若
“
セ
保
つ
食
生
活

　
日
々
の
食
事
を
お
い
し
く
、
楽
し
み

な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
か
。
で
も
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
て
い
た
り
食
べ

方
が
不
規
則
だ
っ
た
り
す
る
と
、
成
人

病
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
「
病
気
」

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
ば
か
り
か
、

若
さ
を
保
つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
若
さ
を
保
つ
た
め
の
食
生
活

と
は
、
ど
ん
な
点
に
注
意
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

●
力
回
リ
ー
の
過
剰
摂
取
を
避
け
る

　
必
要
以
上
の
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
過
ぎ

を
避
け
、
積
極
的
に
体
を
動
か
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
高
め
る
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
の

摂
り
過
ぎ
の
状
態
が
続
く
と
太
っ
て
き

て
、
様
々
な
成
人
病
の
引
き
金
と
な
り

ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る

　
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
い
ろ
い
ろ
な
食

品
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
、
一
旦
二
十

食
品
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、
一
旦
二
食
と
し
、
主
食
・
主

菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る
と
バ
ラ
ン
ス
よ

く
摂
れ
ま
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
ご
は

ん
や
パ
ン
（
主
食
）
、
肉
や
魚
（
主
菜
）
、

そ
れ
に
小
皿
に
盛
っ
た
野
菜
サ
ラ
ダ
や

煮
物
な
ど
を
毎
食
そ
ろ
え
る
と
い
い
で

し
よ
う
。

●
動
物
性
脂
肪
は
控
え
め
に

　
動
物
性
脂
肪
（
魚
類
の
脂
肪
を
除
く
）

の
摂
り
過
ぎ
は
動
脈
硬
化
や
心
臓
病
な

ど
の
原
因
と
な
る
の
で
、
摂
り
過
ぎ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
動
物
性
で
も
魚

の
脂
肪
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
を
減
ら
し
て
く
れ
る
の
で
、
特
に
青

背
の
魚
（
サ
バ
・
イ
ワ
シ
な
ど
）
を
積

極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
を
多
く
摂
ろ
う

　
野
菜
に
は
体
が
円
滑
に
活
動
す
る
の

を
助
け
た
り
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

を
養
う
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物

　
　
　
　
　
　
　
　
欝

繊
維
な
ど
の
大
切
な
栄
養
素
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ま
た
、
野
菜
の
カ
ロ
チ
ン
、

ビ
タ
ミ
ン
C
は
発
ガ
ン
物
質
の
働
き
を

妨
げ
た
り
、
野
菜
の
食
物
繊
維
は
便
通

を
よ
く
し
て
く
れ
る
の
で
、
た
っ
ぷ
り

摂
り
ま
し
よ
う
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
摂
ろ
う

　
特
に
女
性
は
閉
経
後
に
骨
粗
し
ょ
う

症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
積
極
的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。
若
々
し

い
容
姿
を
保
つ
た
め
に
も
、
若
い
う
ち

か
ら
じ
ょ
う
ぶ
な
骨
づ
く
り
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
さ
あ
、
今
日
か
ら
若
さ
を
保
つ
食
生

活
を
と
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
次
回

は
「
薬
草
の
知
識
」
で
す
。
お
楽
し
み

に
。
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江
南
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
平
成
七
年
度
第
六
回
N
T
T
カ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
埼
玉
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場

　
平
成
八
年
度
町
の
体
育
協
会
表
彰
状

授
与
式
が
、
十
月
十
日
の
町
民
体
育
祭

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
優
秀
団
体
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
団
体
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●

し
準
優
勝
、
平
成
七
年
度
第
五
回
全
国

少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
出
場
ま
た

第
九
回
関
東
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
埼
玉

県
予
選
に
、
滑
川
F
C
女
子
チ
ー
ム
よ

り
出
場
し
第
三
位
と
優
秀
な
成
績
を
あ

げ
ま
し
た
。

　
江
南
山
の
会
は
、
第
八
回
県
民
総
合

体
育
大
会
山
岳
競
技
縦
走
の
部
に
出
場

し
、
男
子
の
部
で
準
優
勝
、
女
子
の
部

で
第
三
位
、
総
合
第
三
位
と
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
ま
し
た
。
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龍
見

猶
発

嘉
毒

　
町
の
ほ
ぽ
中
央
に
あ
る
大
沼
の
ほ
と
・

り
に
「
大
犬
塚
」
の
地
名
は
あ
り
ま
す
。

大
犬
と
は
「
狼
」
の
こ
と
で
す
。
日
本

で
は
明
治
時
代
ま
で
に
絶
滅
し
た
と
さ

れ
ま
す
が
、
人
々
の
身
近
に
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
記
録
や
伝
説

な
ど
歴
史
・
民
俗
資
料
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
地
名
の
大
犬
塚
と
は
狼

の
塚
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
文
で
は

狼
と
塚
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思

　
い
ま
す
。

　
ま
ず
狼
で
す
が
群
れ
で
行
動
す
る
こ

と
が
多
く
兎
な
ど
の
小
動
物
や
鹿
・
猪

な
ど
も
獲
物
と
し
て
い
ま
し
た
。
畑
を

荒
ら
す
動
物
を
獲
物
と
す
る
こ
と
に
農

村
で
は
食
害
を
防
除
す
る
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
ま
し
た
。
人
を
襲
う
場
合
も
か

な
り
あ
っ
た
よ
う
で
、
早
く
に
は
奈
良

　
　
　
　
へ
ん
さ
ん

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
各
地
方
の
風
土
記

　
に
見
え
、
多
く
の
人
を
食
ら
う
の
で

　
オ
オ
ワ
チ
の
マ
ガ
ミ

　
「
大
口
真
神
」
と
呼
ん
で
恐
れ
た
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
受
け
た
恩
を
忘

れ
な
い
な
ど
義
理
堅
い
霊
獣
と
も
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
秩
父
山

地
に
近
い
県
西
部
地
域
で
は
こ
の
よ
う

な
記
録
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
同

時
に
狼
に
対
す
る
先
の
よ
う
な
信
仰
も

　
あ
つ篤

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
古
代
か
ら
こ
の
地
域
の
信
仰
の
中
心

で
あ
っ
た
三
峰
山
は
、
大
和
武
尊
が
東

地
名
は
語
る

　
　
　
　
　
　
お
お
い
ぬ
づ
か

　
　
　
　
「
大
犬
塚
」

●第69話

征
の
折
り
狼
の
案
内
に
よ
り
こ
こ
に
至

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
三
峰
神
社
の
創
建

　
　
　
け
ん
ぞ
く

と
そ
の
春
族
と
し
て
の
狼
へ
の
信
仰
が

始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
こ
の
狼
を
信
仰
す
る
者
を
組
織
化
し

た
講
が
三
峰
山
だ
け
で
な
く
宝
登
山
、

釜
伏
山
、
御
獄
山
な
ど
で
も
発
達
し
、

秩
父
地
方
か
ら
荒
川
流
域
そ
し
て
外
秩

父
山
地
か
ら
多
摩
地
方
へ
と
浸
透
し
、

武
蔵
の
国
を
越
え
て
東
北
地
方
ま
で
修

験
者
・
山
伏
な
ど
に
よ
る
活
発
な
布
教

が
さ
れ
ま
し
た
。
町
場
に
は
火
防
や
盗

難
除
け
と
し
て
狼
の
姿
の
あ
る

お
札
を
配
付
し
て
歩
い
て
い
ま

し
た
。
今
で
も
門
口
に
貼
ら
れ

た
大
口
真
神
の
お
札
を
知
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
昔

も
今
も
多
く
の
信
仰
が
同
居
す

る
の
は
日
本
の
特
質
で
、
伊
勢

信
仰
の
広
ま
り
と
共
に
伊
勢
神

宮
を
「
大
神
宮
」
つ
ま
り
オ
ォ

カ
ミ
様
と
呼
ぷ
と
音
で
狼
と
同
†

音
に
な
る
こ
と
を
は
ば
か
り
、

狼
を
山
犬
ま
た
は
大
犬
と
呼
ん

だ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
塚
は
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が

墓
で
は
な
く
目
印
と
し
て
境
界

の
地
に
築
か
れ
た
も
の
を
い
い

ま
す
。
境
界
の
場
所
と
は
土
地

の
区
分
や
現
世
と
他
界
と
の
境

な
ど
の
観
念
的
な
も
の
ま
で
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
境
界
を
探
し

出
す
力
を
持
つ
の
は
狼
や
「
花
咲
か
じ

い
さ
ん
の
ポ
チ
」
な
ど
の
犬
族
で
し
た
。

　
大
犬
塚
の
地
名
は
小
江
川
地
内
で
す

が
ほ
ぼ
柴
地
区
と
の
境
界
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
か
ん
よ
う
り
ん

現
在
は
洒
養
林
と
な
る
山
林
中
に
塚
を

探
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
か
つ

て
は
実
在
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
地
名

の
由
来
は
こ
の
塚
に
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
狼
の
名
を
冠
し
た
の
は
塚
を
損
な

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ

た
と
思
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な

目
標
物
の
設
定
に
は
、
旧
村
間
で
の
地

境
の
間
題
が
背
景
に
あ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

●

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
町
体

育
協
会
で
は
、
平
成
九
年
度
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
増
進
や
町

　
　
　
　
　
　
　
　
む

民
相
互
の
親
睦
を
図
る
場
と
し
て
、
入

会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

▽
柔
道
愛
好
会

活
動
　
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
剣
友
会
（
剣
道
）

活
動
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

活
動
年
三
回
の
大
会
他

▽
卓
球
愛
好
会

活
動
金
曜
日
の
練
習
他

▽
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

活
動
県
大
会
等
へ
の
出
場

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

活
動
　
木
曜
日
の
練
習
他

▽
山
の
会

活
動
年
九
回
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
を
実
施
他

▽
ゴ
ル
フ
協
会

活
動
大
会
・
教
室
等
を
開
催

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

　
問
い
合
せ
は
教
ム
臭
女
員
会
内
体
育

協
会
事
務
局
ま
で

　
費
三
六
ー
一
五
二
内
線
ニ
ニ

教
本
具
女
員
会
の
主
催
に
よ
る
柔
道
教

室
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日

申対参場時
込象加
み者費所問

平
成
九
年
二
月
十
七
日
・
十

九
日
・
二
十
二
日
・
二
十
四

日
・
二
十
六
日
・
三
月
一
日

壬
百
・
五
日
・
八
日

　
　
　
　
　
以
上
九
日
間

午後六

時
三
十
分
～

江
南
町
柔
道
場

無
料

幼
稚
園
児
（
年
長
）
・
小
学
生

二
月
十
二
日
（
水
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
の

　
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
今
回
で
十
四
回
目
と
な
る
町
民
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
ご
近
所
そ

ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場期

日
　
平
成
九
年
三
月
二
日
（
日
）

所
　
北
小
学
校
前
田
園
コ
ー
ス

　
　
江
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
で
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
党

　
　
付
、
開
会
式
は
十
時
か
ら
。
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精羅ハ讐嬬」
童生徒との相談・援助活動を行う「ボ

ランティア相談員」を中学校に配置

します。

　地域や児童生徒・保護者に信頼さ

れ、子供の「心の悩み」に対して親

身になって相談に応じることができ

る知識や経験を有する人を若干名募

集します。

申込み　所定の応募書類を揃えて、

　　　2月3日（月）～14日働までに

　　　教育委員会へ申し込みくだ

　　　さい。

　詳細については教育委員会窓口に

ある募集要項をご覧ください。

問合せ　江南町教育委員会

　　　a36－1521内線237

場め・だ・ん
行政・心配ごと・人権相談

　　　　日常生活での困りごとや行政に対
●する不満などのあるかたは、お気軽

　　　にご相談ください。

　　　日時2月25日㈹
　　　　　　午前9時30分から正午まで

　　　場　所　勤労福祉センター研修室

●

無料法律相談
　埼玉県弁護士会・関東弁護士会連

合会・財法律扶助協会埼玉県支部の

共催により、無料法律相談をつぎの

とおり行います。

日時2月20日（木）

　　　午後1時～4時

場所
相談員

アピピ館会化文
士

合
護

総
弁

易癖o～癖他

国民年金の

加入手続きをしましょう

国民年金の加入者は3種類

　国民年金の加入者は保険料の納め

方によって次の3種類に分けられま
す。

第1号被保険者（20～60歳未満）

　農業・商業・サービス業などの自

営業の人とその家族の人、学生

第2号被保険者（就職時～65歳未満）

　厚生年金保険または共済組合に加

入している人

第3号被保険者（20～60歳未満）

　厚生年金保険または共済組合加入

者の被扶養配偶者（サラリーマンの

妻など）

町税の納税には

　　　便利なロ座振替を

●ロ座振替による納付とは…

　公共料金などの自動振替とおなじ

ように、町税を金融機関の預・貯金口

座から自動的に振替納税する制度です。

●ロ座振替にすると…

（1）あなたの指定した預・貯金口座か

　ら、自動的に税金が払い込まれま

　すので納め忘れがありません。

（2）納税のために、わざわざ役場や金

　融機関へ出かける必要がありませ

　ん。

（3）1度手続きをすると、翌年度から

　の分も自動的に口座振替となりま

　す。解約の手続きをしない限り毎

　年継続されます。

●申し込み方法は…

　手続きの用紙は、役場、または金

融機関の窓口に用意してあります。

預金通帳、印かん、納税通知書を持

参して、お申し込みください。

問合せ　役場税務課智36－1521

　　　内線234・254

「国の教育ローン」のご案内

　国民金融公庫では「国の教育ロー

ン」を取り扱っております。

　利用いただけるのは、高校、大学

などへ入学される子供や、在学して

いる子供をお持ちの保護者の人です。

融資金額　学生、生徒1人につき

　　　　150万円以内

使いみち　入学時の費用（入学金、

　　　　授業料、住居費用など）

　　　　在学時の費用（学校納付

　　　　金、住居費用など）

利　　率

返済期間

据置期問

返済方法

保　　証

年3．1％

8年以内

在学期間以内。ただし最

長4年（返済期間に含ま
れます。）

毎月元利均等返済

働教育資金融資保証基金

または保証人1名以上

問合せ　国民金融公庫熊谷支店

　　　費21－2731
　お気軽にご相談、資料請求くださ

いo

自
鳥
の
持
て
る
気
品
を
水
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

自
鳥
の
愛
の
し
ぐ
さ
の
水
輪
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

シ
ベ
リ
ヤ
の
話
聞
き
た
し
小
白
鳥
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

白
鳥
の
今
着
水
す
羽
根
立
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
エ

見
物
に
来
て
白
鳥
に
見
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

自
鳥
の
つ
が
い
群
よ
り
離
れ
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
チ
ャ
ン
ス
や
白
鳥
大
背

伸
び
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

自
鳥
や
重
忠
公
の
眠
る
里

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

白
鳥
の
す
で
に
五
、
六
羽
来
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

白
鳥
に
秩
父
連
山
屏
風
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

自
鳥
の
世
界
と
な
り
し
水
辺
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

荒
川
の
瀬
音
に
遊
ぶ
小
自
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

白
鳥
の
白
暮
れ
残
る
川
辺
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

流
し
餌
に
白
鳥
忙
し
く
競
い
来
る
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

こ
う
な
ん

俳
句
会
⑳

網
コ
噛
0
＝
ゴ
9
一
圃
0
詳

大
白
鳥
翔
ば
た
く
群
の
水
潤
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

遠
く
来
し
白
鳥
憩
い
軽
く
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

白
鳥
を
呼
ぶ
声
や
さ
し
水
輪
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

ど
う
だ
ロ
　
ん

満
天
星
の
日
毎
に
燃
へ
て
庭
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

白
鳥
と
河
原
で
過
ご
す
午
后
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

自
鳥
の
遠
路
の
旅
を
ね
ぎ
ら
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

父
母
と
渡
る
白
鳥
北
の
使
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

白
鳥
や
若
人
異
国
の
旅
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
わ

や
わ
ら
か
き
日
射
し
の
中
に
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

愛
情
の
限
り
を
白
鳥
餌
つ
け
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

（1①
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農林学級（2月）

開催日 内　　　　　　容 時　間

8B㈹ ニンジンの収穫④ 10：00

8日㈹ 木工親子トラの型抜き 10：00

舗

8冒（土） 木工親子トラの型抜き 13：30

鵠

9矧日） 木工万能台作り　lr二 10：00

9β1日） ニンジンの収穫④ 10：00

12召㈱ にぽうと料理　J 10二〇〇

15日㈹ 木工ひな人形作り　e 10：00

16観（日） 木工ひな人形作り　○ 10：00

16日〈日〉 ニンジンの収穫④ 10：00

19日㈹ 手巻寿司　・一 10：00

22日㈹ カブの収穫⑳ 10：00

22旧（士） 木工なべしき作り　職 10：00

22日佳〉 木工なべしき作り　就 13二30

23日く日） 木工工作室開放日　◎ 9：00

費用無料
対象鐘一小学生親子、㊥一小学

　　生、○一…般
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　費83－2301

花き園芸講座（2月）

開催日 内　　　　容 費　用

7β働 春を生ける 1，000円

10日㈲ コサージの作り方 2，000円

13β㈱ サタラソウの植付け 700円
21日働 家庭菜園を365日楽 無　　料

しむ

26日㈱ 春の花壇の作り方 700円
28日働 サギソウの楽しみ方 1，000円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　2月1日（土）午前8時30分か

　　ら行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　埼玉県農林公園内・植物振
　　興センター分室智83－2841

1…骸し膨ゆ膨う

彩の国

いきがい大学学生募集

応募資　県内在住の満60歳以上で通

格　 学可能な人

申込期　2月3日（月）～2月21日囲

限　　　　（消印有効）

募集内　住民福祉課で配布の募集案

容　　　内を参照してください。

★一年制課程（抽選）

申込方募集案内に印刷してある所

法　　　定の往復はがきの申込書に

　　①住所②氏名③電話番号④
　　性別⑤生年月日⑥年齢⑦希
　　望学園⑧過去3年問の申込
　　状況を明記して、往信、返

　　信共50円切手を貼り、働埼
　　玉県高齢者生きがい振興財
　　団（〒336浦和市高砂3－13
　　－3　衛生会館内　岱048－83

　　1－2206）へ。
　　　記入もれがあった場合は、

　　受付できない場合がありま

　　す。
★二年制課程（選考）

申込方　所定の申込書（住民福祉課

法で配布）に必要事項を記入

し、小論文（600文字以内）

を作成の上、80円切手をは

った宛先明記の返信用封筒

を同封して、各学園（東松

山学園〒355東松山市石橋

1587暦0493－22－0295、伊

奈学園〒362伊奈町小針内

宿1600　県民活動総合セン

ター　岱048－728－2299）へ。

県立東松山高等技術専門校

生徒募集
生涯コース4月入校生

　　　（新卒者・一般者）

科目電気設備科（2年）
　　電気工事科（1年）
定員各20名
受付1月31日働から2月20日休）
　　までに東松山高等技術専門
　　校（学校卒業見込みの人）
　　または，、。＿ワ＿ク（＿般●

　　者）へ願書を提出してくだ

　　さい。
試験日　3月7日働　筆記・面接

問合せ　県立東松山高等技術専門校

・願書　盈0493－22－0412

配布　　またはハローワーク

平成9年度江南町

ボランティア相談員募集

いじめ、登校拒否の間題の重要性

にかんがみ、学校長の指導のもと、

教員の相談活動を補完し、さわやか

相談員と連携して、地域において児

十　 中パ塩野　樋押上　三　成十愚⑰曲⑰曲⑰鯵　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

二
月
中
届
出
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

奥
野
　
楽
重
　
9
6
歳
　
　
三
　
　
本

反
町
ヨ
ネ
子
7
3
歳
　
上
新
田

関
谷
　
太
重
　
8
6
歳
　
　
御
正
新
田

杉
田
　
こ
よ
　
8
5
歳
　
　
野
　
　
原

竹
澤
正
夫
4
8
歳
千
代

俸
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
魯
慈
魯
魯
慈
魯
魯
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

屓
露
偲
ホ
凹
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

瘍
瘍
窃
湧
瘍
窃
窃
瘍
参
場
窃
蕩
蕩
蕩
湯
窃
蕩
葡

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

二
月
中
届
出
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
沢

　
　
　
こ
ロ
つ
　
　
き
　

成
田
　
亘
希
　
　
男
子
　
　
（
正
春
）

福
田
　
凌
大
　
　
男
子
　
　
（
正
）

　
本

　
　
　
り
　
　
な

新
井
　
里
奈
　
　
女
子
　
　
（
勝
吉
）

関
口
雄
大
　
男
子
　
（
直
）

新
田

新
井
　
宙
希
　
　
男
子
　
　
（
富
夫
）

　
切

　
　
　
誘
ゆ
み

新
井
　
歩
実
　
　
女
子
　
　
（
勇
）

　
春

　
　
　
　
め
ぐ
み

金
子
愛
女
子
（
博
晶
）

　
　
　
す
ず
　
の

野
本
　
涼
乃
　
　
女
子
　
　
（
悟
史
V

　
原

　
　
　
な
お
　
や

松
本
　
直
也
　
　
男
子
　
　
（
政
見
）

　
　
　
み
　
　
な

関
河
　
未
菜
　
　
女
子
　
　
（
典
幸
）

ー
ク
シ
テ
ィ

高
橋
　
良
太
　
　
男
子
　
　
（
有
吾
）

　
央

　
　
ち
　
　
え
　
　
か

石
神
千
恵
加
　
　
女
子
　
　
（
弘
志
）

12，710
町民のうごき

12，680一

12，650一

人／戸

3，790一

3，770一

3，750
10月　11月　12月　1月

1月1日現在

人口　12，681人　　＋18人

男　　6，218人　　＋8人

女6，463人＋10人
世帯　3，787世帯　＋10世帯

平成8年救急車出動状況
救急出動状況 12月 累　計

交　　　　　　　通 6件 66件

一　般　　負　傷 5件 32件

急　　　　　　病 17件 160件
そ　　　の　　　他 5件 32件

合　　　　　　　計 33件 290件
（11）



　　　　たつ　　　ひろ
田　中　辰宗ちゃん㊥

　平成8年2月11日生

両親｛善難成、尺

　ボクは江南町の孫悟空だ。

キント雲に乗ってお空をひ

とっ飛び！

　な一んて、元気いっぱい

のボクです。ヨロシクネ》

　　　　み　　　　な

奥野美奈ちゃん＠
　平成8年3月15日生

両親｛轟免三本

　じいぢゃんとばあちゃん

’は私のことを「松たか子」

と呼ぶの。二人共、老眼の

せいかな？私って美人かな

？アハハ…ウフフ…。

　　　　もも　　　か
宇治川　桃　香ちゃん＠

　平成8年3月24日生

両親｛灘究板井
　いつまでも素直で明るく

優しい子でいてくれたらい

いなと思うパパとママです。

　わたしすこしデブだけれ

ど大きくなったらスリムに
なれるかしら！？

　　　　まな　　　え

宅森愛永ちゃん＠
　平成8年2月11日生

両親｛憲美懸，，属、

　お姉ちゃんと毎日楽しく

あそんでいます。

　思いやりのあるやさしい

女のチになってほしいと思

います。の

く
ら
し
の
7
イ
一
巧
ア

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

知
恵
の
団
子

　
　
（
さ
と
う
団
子
）

岡
　
田
　
き

い
　
さ
ん
（
野
原
）

※
野
原
地
区
で
は
、
二
月
二
十
五
日
の

文
殊
寺
縁
日
に
は
必
ず
作
り
ま
す
。

▼
材
料
（
五
～
六
人
分
）

も
ち
米
－
…
…
…
…
…
－
・
…
…
五
合

う
る
ち
米
…
…
…
…
…
…
一
升
五
合

　
小
豆
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
五
合

砂
糖
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
二
㎏

　
水
…
－
…
－
…
…
…
・
…
…
二
八
○
㏄

塩
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
少
々

▼
作
り
方

①
も
ち
米
を
一
晩
水
に
浸
け
ま
す
。

②
う
る
ち
米
を
水
で
洗
い
製
粉
し
ま
す
。

③
小
豆
は
、
た
っ
ぷ
り
の
水
で
軟
か
く

　
妬
で
ま
す
。

④
ボ
ー
ル
の
上
に
金
ざ
る
を
乗
せ
③
を

　
少
量
ず
つ
す
く
っ
て
、
ざ
る
に
入
れ

　
す
り
こ
ぎ
で
つ
ぶ
し
ま
す
。
下
の
ボ

　
ー
ル
の
中
味
を
、
木
綿
の
袋
に
取
り

　
き
つ
く
絞
り
ま
す
。

⑤
な
べ
に
砂
糖
と
水
を
入
れ
て
煮
立
て
、

　
④
を
加
え
て
ね
っ
と
り
と
す
る
ま
で

　
煮
つ
め
、
塩
で
味
を
整
え
ま
す
。

⑥
②
に
熱
湯
を
か
け
、
は
し
で
か
き
ま

　
ぜ
、
耳
た
ぶ
位
の
や
わ
ら
か
さ
に
な

　
っ
た
ら
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
お
き
ま
す
。

⑦
①
を
蒸
か
し
、
湯
気
が
上
っ
た
ら
⑥

　
を
乗
せ
、
二
十
分
位
蒸
か
し
ま
す
。

⑧
蒸
か
し
上
っ
た
も
の
を
餅
つ
き
器
で

　
つ
き
ま
す
。
つ
け
た
ら
、
一
口
大
の

　
だ
ん
ご
状
に
し
、
⑤
で
包
み
ま
す
。

　
　
●

　
鴬
や
障
子
あ
く
れ
ば
東
山

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
漱
石

　
春
の
朝
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
情
景
が

目
に
浮
ぶ
よ
う
な
句
で
す
。

　
で
も
最
近
は
、
湯
の
宿
な
ど
で
ウ
グ

イ
ス
の
声
で
目
覚
め
、
窓
を
開
け
て
も

姿
は
な
く
、
宿
の
建
物
の
中
の
B
G
M

だ
っ
た
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ウ
グ
イ
ス
は
日

本
人
に
最
も
親
ま
れ
て
い
る
鳥
の
］
つ

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
な
名

が
あ
り
ま
す
。
春
鳥
、
春
告
鳥
、
匂
い

鳥
、
歌
詠
み
鳥
、
花
見
鳥
な
ど
、
ど
れ

も
美
し
い
名
で
す
。
昔
は
ウ
グ
イ
ス
合

わ
せ
な
ど
と
い
っ
て
、
ウ
グ
イ
ス
の
声

を
競
う
行
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ウ
グ
イ
ス
は
、
日
本
各
地
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
漂
鳥
（
季
節
に
よ
っ

て
狭
い
地
域
を
移
動
す
る
鳥
）
の
一
種

で
、
冬
は
平
地
に
下
り
、
夏
は
山
地
の

低
木
林
な
ど
に
移
り
ま
す
。
春
の
初
め

に
鳴
き
始
め
ま
す
が
、
最
初
は
さ
さ
鳴

き
と
い
っ
て
、
　
「
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
ッ
」

と
鳴
き
、
や
が
て
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
、
ケ
キ
ョ
」
と
上
手
に
鳴
き
ま

す
。
こ
れ
を
ウ
グ
イ
ス
の
谷
渡
り
と
い

い
ま
す
。

　
暖
か
い
地
方
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
梅
の

開
花
や
ウ
グ
イ
ス
の
初
鳴
き
が
待
た
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
当
分
続
き
そ
う
で
す
。

健
康
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。




